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発泡スチロールリサイクルの流れと実験

製品

金型

❷予備発泡する
　蒸気で熱を加えて、一定の
倍率（10 ～ 50 倍）までふ
くらませて、発泡ビーズを
作る。

❸発泡ビーズを金型に入れ、
蒸気でもう一度熱すると、
もっとふくらみ、ビーズ同士
が熱でくっつき金型通りの
製品が完成する。

❹完成した製品を乾燥させて
出来上がり。

❶ビーズをつくる
　原料 (ポリスチレン )にガス
をとじこめ、直径 1ミリぐら
いのつぶ（原料ビーズ）を
つくる。

ポリスチレンを再発泡し発泡スチロールを作る実験
今回の実験はあらかじめ準備しておいた発泡剤（アセトン）を含浸させたポリスチ
レンのビーズを茶こしに入れ、沸騰水に浸けて発泡させます。
発泡スチロールから作ったポリスチレン原料は、文房具やプランターといったプラ
スチック製品に再生されると共に、同じ発泡スチロールにも再生されています。
工場では、発泡剤（ブタン）を入れたビーズ状の原料を作り、それを型に入れて
加熱して発泡・成形します。（左図参照）

EPS は、日本国内では毎年 10万トン以上使われています。2019 年では、回収したうち
51.4％が溶かしたり細かくくだいてマテリアルリサイクルして再製品を作っています。
発泡スチロールは、燃すと大きな熱エネルギーを出すので、発電などのサーマルリサイクル
にも活用されています。これも合わせると、EPS の 89.5％が有効利用されたことになります。

リモネンを使って発泡スチロールを溶かす実験
今回の実験（リモネンを使った減容）は、かつて大手電機メーカーが、緩衝材の
発泡スチロールの減容化に採用していた方法を模したものです。
現在は、200℃くらいに加熱して溶かしたり、摩擦熱で溶かしたりして軟らかくして
空気を抜いて減容化するのが主流です。

実験

２
リモネンに溶けたポリスチレンをエタノールで分離する実験
今回の実験は、ポリスチレンが溶けにくいエタノールを加えることで、溶けていた
ポリスチレンを固形化させ分離します。かつて、大手電機メーカーではリモネン溶
液を加熱し、リモネンを蒸発させてポリスチレンを分離していました。現在では、
熱で溶かし空気を抜いた発泡スチロール（ポリスチレン）を冷やして固めます。固
める形状は減容機によってインゴット、板、粒などさまざまです。
固化したポリスチレンは、再生プラスチックとして再利用されたり、発電用の燃料
として使用されます。

実験

３

発泡スチロールの成形法

リサイクル
の流れ

発泡スチロールには、3つの種類があります。魚を入れたり電気製品などを保護するために使うビーズ発泡ポリスチレン（ＥＰＳ）と、食品容器やトレ
イのポリスチレンペーパー（ＰＳＰ）、建設資材として使う押出発泡ポリスチレン（ＸＰＳ）です。どれもポリスチレンというプラスチック原料をふくらま
せたものです。３種類の発泡スチロールのうち、一般的には、発泡スチロールといえば EPSを指すものとみられているようです。












